
書
評
・
紹
介

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
シ
ョ
ペ
ン
著

小
谷
信
千
代
訳

『
大
乗
仏
教
興
起
時
代
・
イ
ン
ド
の
僧
院
生
活
』

袴
谷
憲
昭

本
書
は
、
現
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
（
当
時
テ
キ
サ
ス
大
学
教

授
）
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
シ
ョ
ペ
ン
教
授
に
よ
っ
て
一
九
九
六
年
十
一
月
と
一

九
九
七
年
十
月
と
の
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
大
谷
大
学
大
学
院
特
別

セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
録
、
お
よ
び
そ
の
初
年
度
に
行
わ
れ
た
同
大
学
公
開
講

演
の
原
英
文
草
稿
を
、
同
大
学
教
授
の
小
谷
信
千
代
博
士
が
、
日
本
語
訳

と
し
て
春
秋
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
を
書
評
す
る
光
栄
に
恵
ま
れ
た
私
は
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
と
研
究
領

域
を
必
ず
し
も
等
し
く
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
で
き
る
限
り
本
書
の
成

果
を
公
正
に
紹
介
し
つ
つ
、
現
在
の
私
の
関
心
事
か
ら
、
興
味
の
あ
る
問

題
を
い
さ
さ
か
拡
大
し
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
冒

頭
よ
り
私
事
に
亘
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
そ
の
私
の
関
心
事
を
知
っ
て
頂

く
た
め
に
も
、
こ
の
書
評
執
筆
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
い
さ
さ
か
述
べ
る

こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
・

私
は
、
拙
槁
「
悪
業
払
拭
の
儀
式
関
連
経
典
雑
考
」
①
’
㈹
（
一
九
九

二
年
二
月
’
一
九
九
九
年
三
月
、
掲
載
誌
に
つ
い
て
は
、
同
㈹
『
駒
沢
短

期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
七
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
、
二
二
二
頁
の
一

覧
表
参
照
。
以
下
こ
の
拙
槁
に
言
及
す
る
時
は
、
「
悪
業
」
と
略
称
す
）

に
お
い
て
、
平
川
彰
博
士
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
、
大
乗
仏
教
は
菩
薩
ガ

ナ
を
中
心
と
す
る
在
家
教
団
か
ら
起
っ
た
と
す
る
学
説
を
仮
に
「
大
乗
仏

教
在
家
教
団
起
源
説
」
と
呼
び
う
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
学
説
に
対

し
て
、
大
乗
仏
教
は
伝
統
的
仏
教
教
団
以
外
で
起
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
主
張
し
た
。
か
か
る
拙
槁
の
論
証
が
成
功
し
た
か
否
か
は
と

も
か
く
と
し
て
、
そ
の
私
の
主
張
を
仮
に
平
川
説
に
対
し
て
「
大
乗
仏
教

出
家
教
団
起
源
説
」
と
称
し
て
も
よ
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
私
の
主
張
に
似

た
見
解
を
示
し
て
い
る
学
者
に
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ソ
ン
教
授
や
シ
ョ
ペ
ン

教
授
が
い
る
こ
と
を
私
に
最
初
に
教
示
し
て
下
さ
れ
た
方
が
本
書
の
訳
者

小
谷
信
千
代
博
士
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
悪
業
」
⑪
、
三
二
頁
参

照
）
。
こ
の
御
教
示
を
契
機
と
し
て
私
の
知
り
え
た
限
り
で
の
シ
ョ
ペ
ン

教
授
の
御
見
解
に
対
し
て
は
、
特
に
そ
の
「
経
巻
崇
拝
」
起
源
説
は
私
の

言
う
「
出
家
教
団
起
源
説
」
に
は
な
り
え
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
賛
意
と

共
に
異
論
を
示
し
た
（
拙
槁
「
悪
業
」
Ｍ
、
一
○
七
’
二
一
○
頁
）
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
昨
年
七
月
末
に
は
、
か
か
る
因
縁
の
あ
っ
た
お
二
人
の
共

同
作
業
と
さ
え
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
本
書
を
小
谷
博
士
御
自
身
よ
り

恵
ま
れ
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
思
わ
れ
る
が
、
本
書
の
刊
行

と
前
後
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
「
出
家
教
団
」
に
関
す
る

書
物
が
ま
る
で
申
し
合
わ
せ
で
も
し
た
か
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
方

面
の
研
究
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
。
一
昨
年
の
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秋
に
は
、
佐
々
木
閑
「
出
家
と
は
何
か
」
（
大
蔵
出
版
、
’
九
九
九
年
七

月
）
が
出
て
、
「
出
家
教
団
」
の
組
織
や
内
実
が
極
め
て
平
易
で
分
か
り

や
す
い
形
で
提
供
さ
れ
、
そ
の
一
年
余
り
後
に
は
、
同
じ
著
者
の
『
イ
ン

ド
仏
教
変
移
論
ｌ
な
ぜ
仏
教
は
多
様
化
し
た
の
か
ｌ
」
（
大
蔵
出
版
、
二

○
○
○
年
十
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
、
平
川
説
批
判
を
含
む
よ
り
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
「
仏
教
教
団
」
展
開
史
に
関
す
る
学
説
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
大
乗
仏
教
在
家
教
団
起
源
説
」
を
初
め
て
体
系
的
に
世
に
問
う
た
平
川

彰
博
士
の
大
著
「
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
」
（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
三

月
）
が
、
平
川
彰
著
作
集
、
第
三
巻
（
一
九
八
九
年
十
一
月
）
、
第
四
巻

（
同
、
一
九
九
○
年
二
月
）
の
二
巻
に
分
け
ら
れ
て
増
補
再
刊
さ
れ
学
界

を
更
に
碑
益
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
既
に
十
年
余
と
な
る
が
、
イ
ン

ド
の
「
仏
教
教
団
」
の
組
織
に
関
す
る
平
川
博
士
の
入
手
困
難
と
な
っ
て

い
た
名
著
『
原
始
仏
教
の
研
究
ｌ
教
団
組
織
の
原
型
ｌ
些
（
春
秋
社
、
一

九
六
四
年
七
月
）
が
、
同
著
作
集
、
第
一
一
巻
（
同
、
二
○
○
○
年
六

月
）
、
第
一
二
巻
（
同
、
二
○
○
○
年
九
月
）
と
し
て
や
は
り
二
巻
に
分

割
再
刊
（
残
念
な
が
ら
根
本
的
な
増
補
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
）
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
近
時
に
属
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
更

に
、
か
つ
て
の
名
著
が
装
い
を
新
た
に
近
時
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て

は
、
「
仏
教
教
団
」
の
社
会
経
済
的
背
景
に
関
し
て
も
多
く
の
秀
れ
た
知

見
を
提
供
し
て
い
た
、
中
村
元
一
イ
ン
ド
古
代
史
』
上
、
下
（
旧
中
村
元

選
集
、
第
五
、
六
巻
、
春
秋
社
、
一
九
六
○
’
一
九
六
六
年
）
の
大
幅
増

補
版
で
あ
る
、
同
「
イ
ン
ド
史
』
Ｉ
ｌ
Ⅲ
（
中
村
元
選
集
〔
決
定
版
〕
、

第
五
、
六
、
七
巻
、
同
、
一
九
九
七
’
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

小
谷
博
士
よ
り
本
書
を
頂
戴
す
る
直
前
よ
り
今
日
に
至
る
間
は
、
こ
の

よ
う
に
「
仏
教
教
団
」
関
係
の
書
物
の
刊
行
が
続
い
た
時
期
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
私
は
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
よ
う
に
、
碑
文
研
究
や
律
蔵
研

究
を
専
門
と
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
だ
か
ら
こ
そ
余
計
に
、
そ
の

「
仏
教
教
団
」
を
絶
え
ず
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
説
一
切

有
部
の
、
「
習
慣
（
曾
匿
、
戒
）
」
に
関
わ
る
「
律
蔵
（
く
目
画
冨
‐
官
冨
冨
）
」

を
思
想
的
に
は
「
無
記
（
口
ぐ
薗
胃
国
）
」
と
し
、
「
思
想
（
号
答
、
見
）
」

に
関
わ
る
「
経
蔵
（
呂
目
‐
官
冨
雷
）
」
と
「
論
蔵
（
号
宮
島
冑
ョ
四
‐

宮
冨
冨
）
」
と
を
基
本
的
に
「
善
（
百
涼
巴
四
）
」
と
す
る
教
義
（
こ
の
有
部

の
「
仏
教
」
観
も
し
く
は
「
三
蔵
」
観
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
法
然
と
明

恵
』
（
大
蔵
川
版
、
一
九
九
八
年
）
三
九
四
’
三
九
五
頁
参
照
。
）
に
よ
っ

て
、
い
わ
ば
碑
文
や
律
蔵
の
告
げ
る
「
無
記
」
の
「
習
慣
」
的
事
実
に
関

す
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
も
、
「
思
想
」
の
側
か
ら
吟
味
検
討
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
私
は
常
々
感
じ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う

私
の
個
人
的
関
心
事
か
ら
み
て
も
、
手
に
し
た
本
書
は
頗
る
興
味
深
く
か

つ
有
益
な
も
の
に
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
で
き
る

こ
と
な
ら
ば
、
そ
の
原
英
文
草
稿
も
見
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

訳
者
の
小
谷
博
士
に
近
々
の
英
文
原
書
の
刊
行
も
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か

と
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
予
定
は
全
く
な
い
が
、
大
谷
大
学
で
の
講

義
期
間
中
に
原
英
文
草
稿
を
私
に
も
送
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
私
も
正
直
に
《
罰
①
ロ
自
国
９
畳
○
己
〕
旨
○
画
９
ｍ
且

号
①
ロ
呉
旨
昼
○
口
旦
昏
の
⑦
○
＆
巨
○
具
甘
９
両
閏
与
巨
の
ｓ
①
く
巴

冨
○
画
四
農
Ｃ
Ｏ
Ｏ
号
・
と
い
う
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
英
文
草
稿
と
「
放
榔
、
金

銭
、
中
世
初
期
の
僧
院
規
則
に
お
け
る
「
よ
い
」
僧
の
規
定
」
と
い
う
そ

の
小
谷
訳
と
を
し
か
頂
い
た
こ
と
は
な
い
（
一
九
九
七
年
十
月
三
十
一
日
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受
領
の
メ
モ
あ
り
）
と
申
し
上
げ
る
と
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
大
変

分
厚
い
英
文
草
稿
を
全
て
私
の
も
と
に
送
り
届
け
て
下
さ
っ
た
（
二
○
○

○
年
九
月
二
十
六
日
受
領
）
の
で
あ
る
。
そ
の
草
稿
は
、
頁
の
区
切
り
で

い
え
ば
四
つ
に
分
か
れ
、
Ａ
群
は
一
’
五
七
頁
、
Ｂ
群
は
一
’
一
四
七
頁
、

Ｃ
群
は
一
’
四
三
頁
、
Ｄ
群
は
ノ
ン
ブ
ル
な
し
の
一
五
枚
か
ら
な
る
図
像

で
、
合
計
で
は
二
六
二
枚
よ
り
な
る
。
今
回
訳
出
出
版
さ
れ
た
本
書
に
相

当
さ
せ
れ
ば
、
本
書
の
序
章
が
Ａ
群
、
第
一
章
よ
り
第
三
章
ま
で
が
Ｂ
群
、

第
四
章
が
Ｃ
群
と
な
る
。
な
お
、
本
書
の
ご
と
き
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
当

然
あ
っ
て
欲
し
い
Ｄ
群
の
図
像
が
、
出
版
の
事
情
も
あ
る
の
か
、
全
て
省

略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
極
め
て
残
念
で
あ
る
。
ま
た
、
小
谷
博
士
の
付

言
に
よ
れ
ば
、
先
に
私
が
頂
い
て
い
た
草
稿
の
分
は
、
本
書
に
収
録
さ
れ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
私
は
、
小
谷
博
士
の
お
蔭
で
、

シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
原
英
文
草
稿
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、

今
記
憶
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
私
が
小
谷
博
士
御
自
身
の
御
著
書

『
法
と
行
の
思
想
と
し
て
の
仏
教
」
（
文
栄
堂
、
二
○
○
○
年
八
月
）
を

拝
受
し
た
の
も
こ
れ
に
前
後
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
そ

う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
伝
統
あ
る
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
誌
上
に
、
小
谷

博
士
よ
り
耆
評
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
当
然
よ
り
学
術
的
な

後
者
を
書
評
の
対
象
に
選
ぶ
べ
き
だ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
私
の
任
に
重

い
と
い
う
理
由
で
訳
書
の
方
に
逃
げ
道
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
も
よ

い
と
い
う
こ
と
で
今
回
の
書
評
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
小
谷

氏
の
こ
れ
ま
で
の
友
情
に
対
し
て
真
に
報
い
る
た
め
に
は
、
訳
書
に
コ
メ

ン
ト
す
る
だ
け
で
は
全
く
不
充
分
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
よ
し
と
さ
れ

た
小
谷
博
士
の
寛
大
さ
に
甘
え
て
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
責
だ
け
は
果
た
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
努
め
た
い
。

さ
て
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
本
書
に
お
い
て
、
恐
ら
く
は
「
思
想
」
的

に
「
無
記
」
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
（
四
百
旦
昌
の

届
葛
９
号
四
三
○
房
四
己
君
○
ａ
の
）
」
（
本
吉
、
七
○
頁
）
と
い
う
格
言
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
か
の
ご
と
き
仏
典
研
究
者
に
対
し
て
、
そ
の
碑
文
的
律
蔵

的
事
実
を
、
し
っ
か
り
と
認
識
し
直
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
か
か
る

事
実
１
，
２
，
３
…
ｎ
を
継
ぎ
合
わ
せ
て
一
枚
の
絵
を
得
る
（
甸
周
○
日

吾
①
旨
ｏ
厨
］
〕
い
い
…
ロ
〕
冨
官
の
○
の
め
８
鴨
吾
閂
、
雪
盲
］
の
宮
ｇ
目
の
）
と

い
う
手
法
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
「
僧
院
制
度
（
日
○
局
“
胃
尉
日
）
」
の
歴

史
を
解
明
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
同
教
授
は
、

ギ
ボ
ン
の
百
－
マ
帝
国
衰
亡
史
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
西
欧
の
僧
院

史
観
に
ま
ず
警
告
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、

チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
や
ペ
リ
カ
ン
の
ギ
ボ
ン
批
判
に
同
じ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
自
ら
も
百
－
マ
帝
国
衰
亡
史
（
割
、
ロ
ミ
ミ
負
員
印
画
呈
号

記
。
ミ
§
国
ミ
ミ
）
』
の
第
三
七
章
の
一
節
（
固
く
の
ｑ
臼
目
“
の
巨
言
騨
昌
の
ｇ
‐

９
口
目
切
営
ぐ
○
盲
目
①
“
．
弓
山
計
村
山
勇
三
訳
、
岩
波
文
庫
、
⑰
、
三

○
四
頁
）
を
引
用
し
た
（
本
書
、
一
五
五
頁
）
上
で
、
ギ
ボ
ン
に
倣
っ
た

か
の
ど
と
き
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
仏
教
僧
院
史
観
を
批
判
し
（
本
書
、
一
五
六

’
一
五
七
頁
）
、
大
乗
と
小
乗
の
共
存
を
考
え
る
上
か
ら
も
、
一
方
の
繁

栄
は
他
方
の
頽
廃
を
前
提
す
る
必
要
は
な
い
し
、
僧
院
の
繁
栄
を
「
清
貧

（
ｇ
吾
の
目
○
宮
ぐ
①
『
ご
）
」
に
反
す
る
罪
悪
と
見
倣
す
必
要
も
な
い
と
主
張

し
て
い
る
（
本
書
、
一
五
八
’
一
七
○
頁
）
。
私
も
、
こ
の
点
に
関
し
て

は
全
く
同
感
な
の
で
あ
る
が
、
ギ
ボ
ン
自
身
の
史
観
は
必
ず
し
も
そ
れ
ほ
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ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
と
、
そ
の
考
え
の
一
部
は
や

は
り
活
用
す
る
に
値
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
と
の
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
、

先
と
同
じ
第
三
七
章
よ
り
、
次
の
一
節
を
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
・

修
道
者
（
日
○
烏
切
）
は
二
部
類
に
区
別
さ
れ
た
。
…
…
即
ち
共
通
の

定
ま
っ
た
規
律
の
下
に
生
活
す
る
教
団
員
（
○
○
ｇ
ｏ
匡
芯
の
）
と
、
非

社
交
的
な
独
立
の
狂
信
に
没
頭
し
た
孤
独
の
隠
者
（
鈩
昌
四
ｇ
ｏ
Ｈ
の
房
）

と
で
あ
る
。
修
道
者
の
中
で
も
最
も
信
仰
の
篤
い
者
、
も
し
く
は
最
も

野
心
の
深
い
者
は
現
世
を
捨
て
た
と
同
様
に
僧
院
を
も
捨
て
た
。
（
中

略
）
こ
う
し
た
修
道
生
活
の
英
雄
の
中
で
、
柱
上
行
者
Ｇ
ご
旨
の
、
）

シ
メ
オ
ン
の
名
前
と
天
才
と
は
空
中
苦
行
（
ｇ
器
『
臣
肩
口
ｇ
ｏ
の
）
と

い
う
目
覚
ま
し
い
発
明
に
よ
っ
て
不
朽
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ア

生
れ
の
若
者
は
十
三
歳
の
時
羊
飼
い
の
職
業
を
棄
て
て
厳
格
な
修
道
院

し
ん
ぽ
ち

に
身
を
投
じ
た
。
新
発
意
と
し
て
の
長
い
痛
ま
し
い
修
行
（
旦
○
侭

四
且
冒
旨
巨
国
○
ぐ
旨
胃
の
）
中
に
、
シ
メ
ォ
ン
は
幾
度
か
信
仰
上
か
ら

の
自
殺
を
企
て
た
が
、
そ
の
都
度
救
わ
れ
た
。
そ
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
、

彼
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ァ
の
東
三
四
十
マ
イ
ル
の
或
る
山
の
上
に
住
居
を

定
め
た
。
初
め
彼
は
石
の
円
柵
の
中
に
太
い
鉄
鎖
で
体
を
繋
い
で
い
た

が
、
後
に
は
一
本
の
柱
を
立
て
て
そ
の
上
に
棲
み
、
し
か
も
そ
の
柱
は

地
上
九
フ
ィ
ー
ト
か
ら
漸
次
だ
ん
だ
ん
高
め
ら
れ
て
六
十
フ
ィ
ー
ト
に

及
ん
だ
。
（
中
略
）
そ
し
て
こ
の
忍
耐
強
い
行
者
は
そ
の
柱
か
ら
下
り

な
い
で
息
を
引
取
っ
た
。
（
中
略
）
あ
ら
ゆ
る
時
代
及
び
あ
ら
ゆ
る
国

土
の
修
道
僧
ら
の
特
色
は
残
忍
冷
酷
な
気
質
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
峻
厳

な
無
頓
着
は
個
人
的
友
情
に
よ
っ
て
和
ら
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
宗
教
的
憎
悪
に
よ
っ
て
煽
り
立
て
ら
れ
た
。
（
中
略
）
修
道
の

聖
者
ら
（
吾
①
目
○
目
呂
○
の
巴
昌
の
）
は
た
だ
哲
学
者
含
巨
○
ｍ
○
吾
の
『
）

の
軽
蔑
と
憐
燗
と
を
買
う
の
み
で
あ
る
が
、
皇
帝
（
官
旨
。
の
）
や
人
民

（
月
○
宮
の
）
に
は
尊
敬
さ
れ
、
か
つ
ま
た
ほ
と
ん
ど
崇
拝
さ
れ
た
。

臼
．
Ｑ
ｇ
ｏ
Ｐ
啓
員
ゞ
君
．
ｇ
‐
闇
》
村
山
前
掲
訳
書
、
三
○
七
’
三
○

九
頁
）

仏
教
の
「
思
想
」
を
問
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
右
引
用
中
の
「
哲
学

者
」
が
号
宮
島
習
目
宮
（
対
法
者
）
で
あ
り
、
シ
メ
オ
ン
の
ご
と
き

「
修
道
の
聖
者
」
が
「
出
家
菩
薩
（
官
豊
田
言
○
９
号
菌
弓
筈
）
」
で

あ
り
「
皇
帝
や
人
民
」
が
「
在
家
菩
薩
（
四
言
９
号
尉
昌
ぐ
豊
）
」
で
あ

る
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
先
走
ら
な
い
よ
う
に
し

ト
歩
易
ノ
○

前
節
で
は
、
本
書
評
の
執
筆
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
る
傍
ら
で
私

の
関
心
事
を
も
語
ろ
う
と
し
て
き
た
が
、
関
心
事
の
み
が
突
出
し
て
も
困

る
の
で
、
本
題
に
戻
っ
て
、
本
書
の
概
略
の
紹
介
か
ら
や
り
直
そ
う
。

本
書
の
目
次
は
、
小
見
出
し
ま
で
含
め
て
か
な
り
詳
細
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
れ
ば
ほ
ぼ
概
略
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、
そ
の
小
見
出
し
と
更
に

中
身
出
し
を
も
省
略
し
て
、
純
然
た
る
概
略
の
み
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

訳
者
ま
え
が
き

序
章
イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る
仏
教
の
展
開
ｌ
並
行
・
先
後
関

係
の
不
在
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第
四

七 六五 四三 二一章匹’三二一

第
一
章

第
二
章

第
三
章

根
本
説
一
切
有
部
律
の
位
置
づ
け

根
本
説
一
切
有
部
律
の
成
立
年
代

根
本
説
一
切
有
部
律
と
編
纂
の
意
図

根
本
説
一
切
有
部
律
と
僧
院
を
取
り
巻
く
物
的
例
証

僧
院
史
に
お
け
る
経
済
の
意
味

根
本
説
一
切
有
部
律
と
僧
院
経
済

西
洋
に
お
け
る
「
僧
院
制
度
」
の
研
究
史

僧
院
と
物
質
的
繁
栄
の
意
味

人
間
と
は
そ
の
持
ち
物
の
こ
と
で
あ
る
ｌ
所
有
物
と
僧
院

で
の
地
位

キ
リ
ス
ト
教
の
修
道
士
イ
メ
ー
ジ

仏
教
の
僧
と
私
有
財
産

根
本
説
一
切
有
部
律
中
の
私
有
財
産
へ
の
言
及

「
福
徳
」
の
意
味
す
る
も
の

僧
の
仕
事
、
生
活
の
た
め
の
労
働

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
と
禁
止
さ
れ
た
仕
事

仕
事
と
安
居

静
盧
と
読
謂

寄
進
を
促
す
い
ろ
い
ろ
な
も
の

僧
院
を
訪
れ
た
人
々
が
目
に
し
た
そ
の
他
の
も
の

自
己
の
仕
事
に
対
す
る
僧
た
ち
の
意
識

今
後
の
研
究
課
題

注訳
者
あ
と
が
き

索
引

以
上
が
目
次
の
大
枠
に
従
っ
た
本
書
の
概
観
で
あ
る
が
、
本
書
成
立
の

経
緯
と
本
書
の
根
本
資
料
と
も
い
う
べ
き
チ
ベ
ッ
ト
訳
『
根
本
説
一
切
有

部
律
』
（
以
下
で
は
単
に
『
有
部
律
』
と
略
す
場
合
も
あ
る
）
の
基
本
的

構
成
と
に
つ
い
て
は
、
「
訳
者
ま
え
が
き
」
に
簡
潔
な
説
明
が
施
さ
れ
、

ま
た
、
著
者
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
学
問
的
経
歴
及
び
そ
の
学
説
の
特
徴
と
意

味
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
同
じ
く
訳
者
た
る
小
谷
信
千
代
博
士
に
よ
る

「
訳
者
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
や
や
詳
し
く
し
か
も
極
め
て
的
確
な
論

述
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
「
序
章
」
は
、
本
書
が
主
と
し
て
取
り
扱
う
紀
元
初
頭
か
ら
五
、

六
世
紀
の
時
代
に
つ
い
て
、
一
般
に
「
大
乗
仏
教
の
時
代
」
と
称
さ
れ
る

こ
の
時
期
を
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
敢
え
て
そ
の
呼
称
を
避
け
て
「
イ
ン
ド

仏
教
史
に
お
け
る
中
期
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
理
由
を
本
書
の
本
論
全
体
へ

の
導
入
と
も
な
る
べ
く
語
っ
た
も
の
と
見
倣
し
て
よ
い
と
思
う
。
シ
ョ
ペ

ン
教
授
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
そ
の
時
代
を
我
々
が
「
大
乗
仏
教
の
時

代
」
と
読
ん
で
怪
し
ま
な
い
の
は
、
当
の
イ
ン
ド
の
仏
教
の
実
情
を
中
国

側
が
あ
る
い
は
並
行
し
あ
る
い
は
先
後
し
て
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て

そ
れ
ら
を
時
代
的
に
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
イ
ン
ド
で
は
周

辺
的
な
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
大
乗
仏
教
を
中
国
が
あ
た
か
も
主
流
で
あ

る
か
の
よ
う
に
受
容
し
、
そ
の
結
果
、
大
乗
仏
教
が
主
役
に
踊
り
出
て
し

ま
っ
た
中
国
や
日
本
の
仏
教
の
状
況
が
イ
ン
ド
仏
教
の
研
究
に
驚
く
ほ
ど

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
に
大
乗
仏
教
が
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
主
流
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
証
拠

と
し
て
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
中
国
で
重
要
視
さ
れ
た
『
八
千
頌
般
若
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経
」
が
イ
ン
ド
で
は
相
当
後
の
時
代
に
至
る
ま
で
重
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
（
龍
樹
）
に
帰
せ
ら
れ
る
『
ラ
ト
ナ
ー
ヴ
ァ

リ
ｌ
」
（
た
だ
し
真
諦
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
『
宝
行
王
正
論
』
は
作
者

を
伝
え
ず
龍
樹
よ
り
後
の
成
立
の
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
）
に
示
さ
れ

る
大
乗
仏
教
は
決
し
て
確
立
さ
れ
た
主
流
の
教
団
の
姿
を
現
わ
し
て
は
お

ら
ず
む
し
ろ
嫌
悪
や
瑚
笑
の
対
象
と
し
て
の
小
集
団
で
し
か
な
い
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
こ
と
、
考
古
学
的
に
も
五
世
紀
末
あ
る
い
は
六
世
紀
初
頭

に
至
る
ま
で
イ
ン
ド
で
は
大
乗
仏
教
お
よ
び
大
乗
の
集
団
に
対
し
て
な
さ

れ
た
と
い
う
記
録
を
も
つ
寄
進
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し

た
後
、
そ
の
「
序
章
」
の
結
論
部
分
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
手
も
と
に
あ
る
す
べ
て
の
証
拠
、
つ
ま
り
、
①
『
ラ
ト

ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
の
記
述
、
②
碑
文
の
記
録
に
大
乗
の
思
想
と
大
乗
へ

の
言
及
の
な
い
こ
と
、
③
仏
教
美
術
に
明
確
な
大
乗
の
要
素
が
な
い
こ

と
、
④
法
顕
の
証
言
、
⑤
最
初
の
同
定
可
能
な
大
乗
の
僧
院
と
及
び
明

確
な
集
団
と
し
て
の
大
乗
に
初
め
て
は
っ
き
り
と
言
及
し
た
も
の
と
が

発
掘
さ
れ
た
場
所
、
⑥
大
乗
経
文
献
に
見
ら
れ
る
戦
闘
的
な
少
数
派
集

団
に
特
有
の
説
得
術
、
⑦
そ
の
同
じ
経
典
類
に
見
ら
れ
る
画
一
化
さ
れ

た
僧
院
制
度
の
官
僚
主
義
的
な
価
値
観
や
実
践
法
に
対
す
る
か
ま
び
す

し
い
批
判
、
⑧
森
林
に
生
活
し
居
住
す
る
こ
と
へ
の
絶
え
ざ
る
奨
励
、

こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
中
国
の
初
期
に
お
い
て
は
大
乗
が
主
流
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
イ
ン
ド
で
は
そ
れ
が
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
「
辺

境
」
に
位
置
す
る
少
数
派
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
（
本
書
、
二
八
’
二
九
頁
）

右
の
大
乗
仏
教
は
イ
ン
ド
の
「
辺
境
」
に
し
か
な
か
っ
た
と
す
る
見
解

こ
そ
、
小
谷
博
士
が
そ
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
中
で
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の

「
大
乗
仏
教
周
辺
地
域
起
源
説
」
と
し
て
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
（
本
書
、

三
二
二
’
三
二
五
頁
）
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
次
の
第
一
章
以
下
の
本
書

の
本
論
全
体
は
、
こ
の
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
見
解
を
、
『
有
部
律
』
と
碑
文

と
を
中
心
に
、
丁
寧
に
開
陳
し
て
い
っ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

第
一
章
は
、
そ
の
「
有
部
律
』
の
位
置
づ
け
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
『
有
部
律
』
成
立
時
代
と
編
纂
意
図
と
を
論
究
し
た
後
に
、
そ
の
確

定
を
俟
っ
て
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
『
有
部
律
」
の
種
々
の
記
述
と
考
古

学
的
な
物
証
と
を
克
明
に
突
き
合
わ
せ
て
い
く
。
ま
ず
、
第
一
章
中
の

「
一
根
本
説
一
切
有
部
律
の
成
立
年
代
」
で
は
、
通
常
は
義
浄
訳
『
有

部
律
』
（
七
世
紀
後
半
）
か
ら
み
て
も
遅
い
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
年

代
論
に
対
し
て
、
後
代
の
成
立
な
ら
そ
こ
に
大
乗
の
影
響
の
痕
跡
が
明
瞭

に
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
は
ず
な
の
に
そ
れ
が
な
い
か
ら
『
有
部
律
』
の
成

立
を
四
、
五
世
紀
よ
り
か
な
り
以
前
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、

ま
た
、
「
カ
ニ
シ
ュ
ヵ
に
関
す
る
予
言
」
ｅ
目
＆
．
Ｑ
曾
邑
置
き
震
‐

ｍ
ミ
ゼ
員
ぐ
巳
自
員
》
勺
庁
．
］
・
口
揚
］
・
画
？
や
蝉
一
・
、
調
勺
．
＆
‐
》
ご
ｏ
，
ぢ
ぢ
・

○
の
）
巨
瞭
叩
留
「
薬
事
」
、
大
正
蔵
、
二
四
巻
、
四
一
頁
中
、
二
五
行

１
下
、
一
行
、
本
書
、
四
二
’
四
三
頁
参
照
）
も
後
世
の
大
仰
な
賛
辞
と

い
う
よ
り
は
抑
制
の
利
い
た
む
し
ろ
穏
健
な
話
な
の
で
予
言
さ
れ
た
当
人

と
近
い
時
代
に
成
立
し
て
こ
そ
初
め
て
意
味
を
も
ち
う
る
類
の
予
言
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
こ
の
予
言
を
含
む
『
有
部
律
』
も
や
は
り
四
、
五
世
紀
よ

り
か
な
り
以
前
の
成
立
に
な
る
は
ず
と
し
、
ま
た
、
『
大
智
度
論
』
は

「
有
部
律
』
を
明
確
に
知
っ
て
お
り
そ
の
大
部
分
か
ら
引
用
を
試
み
て
い
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る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
か
ら
後
者
は
前
者
よ
り
も
や
は
り
か
な
り
以
前

に
成
立
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
二
根
本
説
一
切
有
部
律
と
編

纂
の
意
図
」
で
は
、
以
上
の
ご
と
く
従
来
よ
り
も
か
な
り
早
い
時
期
の
成

立
と
想
定
さ
れ
た
「
有
部
律
』
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
を
、
①
物
語
の
時

（
巨
胃
＆
冒
奥
目
の
）
、
②
歴
史
上
の
時
（
言
い
８
目
○
四
胃
目
の
Ⅱ
長
老
達
の

編
集
し
た
時
吾
曾
冒
の
胃
急
巨
呂
吾
の
国
鳥
厨
８
日
巳
の
ｅ
、
③
編
蟇

の
時
（
『
の
烏
８
．
国
巴
庁
目
の
）
、
④
読
者
の
時
（
号
の
一
目
の
旦
昏
の

『
の
匙
の
【
）
の
四
つ
の
年
代
層
（
ず
冒
○
旨
○
口
巳
○
四
８
匡
皇
①
『
の
）
に
区
別

し
、
特
に
、
③
に
絡
む
「
編
蟇
者
の
声
（
吾
の
【
の
Ｓ
ｏ
８
【
寧
切
ぐ
日
。
の
）
」
を

具
体
的
な
記
述
の
分
析
に
よ
っ
て
聞
き
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
第
一
章
最

後
の
「
三
根
本
説
一
切
有
部
律
と
僧
院
を
取
り
巻
く
物
的
例
証
」
は
、

こ
の
節
だ
け
で
第
二
章
以
下
の
ど
の
章
よ
り
も
長
い
こ
と
か
ら
見
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
本
書
に
お
い
て
著
者
が
最
も
力
を
注
ご
う
と
し
た
箇
所
で

あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
従
来
の
説
よ
り
も
数
世
紀

も
早
め
ら
れ
た
御
自
身
の
成
立
年
代
を
確
認
す
る
の
か
の
よ
う
に
、
そ
の

「
有
部
律
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
時
並
行
的
で
あ
っ
た
考
古
学
的
物
証
と
の

照
合
に
努
め
て
お
ら
れ
、
興
味
深
い
知
見
が
処
々
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
説
に
お
い
て
再
度
別
途
に

や
や
詳
し
く
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
・

第
二
章
は
、
仏
教
を
研
究
す
る
欧
米
人
た
る
著
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
の
「
僧
院
制
度
」
に
関
し
て
永
年
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
欧
米
の
研
究

成
果
を
取
り
入
れ
か
つ
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
節
末
尾
で
も
触
れ

た
よ
う
に
、
ギ
ボ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
西
洋
僧
院
史
観
を
反
省
し
、

そ
の
影
響
下
に
あ
る
研
究
者
の
大
乗
仏
教
興
起
時
代
の
僧
院
観
に
つ
い
て

さ
て
、
前
節
に
お
い
て
本
書
の
内
容
を
概
観
し
た
の
で
、
本
節
で
は
、

先
に
断
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
が
、
本
書
の
中
で
質
量
と

も
に
最
も
力
を
注
い
だ
と
思
わ
れ
る
第
一
章
の
三
に
つ
い
て
、
成
立
年
代

も
、
「
大
乗
が
出
現
す
る
に
際
し
て
、
小
乗
仏
教
の
僧
院
制
度
に
何
か
根

本
的
な
欠
陥
が
存
在
し
た
と
い
う
必
然
性
は
」
な
い
（
本
書
、
一
六
○

頁
）
、
と
の
立
場
か
ら
、
『
有
部
律
』
に
基
づ
い
て
伝
統
的
仏
教
の
僧
院
に

お
け
る
経
済
の
意
味
を
む
し
ろ
方
法
論
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
と
第
四
章
と
で
は
、
か
か
る
僧
院
経
済
の
意
味
が
、
前
者
に
お

い
て
は
僧
の
所
有
す
る
私
有
財
産
と
い
う
側
面
か
ら
主
と
し
て
考
察
が
な

さ
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
そ
の
僧
た
ち
の
従
事
し
て
い
た
役
割
分
担
的
な

様
々
の
職
種
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
章
は
、
も
し
読
者
が
、

僧
と
は
私
有
財
産
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
僧
と
は
建
築
の
現
場

監
督
の
よ
う
な
労
働
に
は
従
事
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
か
の
通
念
に
毒
さ

れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
興
味
を
も
っ
て
読

み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
本
論
は
終
る
が
、
既
に
触
れ
た
ご
と
く
、
巻
頭
と
巻
末
と
に
は
、

訳
者
小
谷
信
千
代
博
士
に
よ
る
「
ま
え
が
き
」
と
「
あ
と
が
き
」
が
添
え

ら
れ
、
特
に
後
者
で
は
、
小
谷
博
士
の
聞
き
書
き
に
よ
る
、
著
者
シ
ョ
ペ

ン
教
授
の
生
い
立
ち
を
含
む
仏
教
学
に
つ
い
て
比
較
的
詳
し
い
紹
介
が
な

さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
巻
末
に
加
え
ら
れ
た
「
索
引
」
は
簡
単
な
も
の
で

は
あ
る
が
重
要
な
用
語
は
押
え
ら
れ
て
い
て
便
利
な
も
の
に
仕
上
っ
て
い

る
。

三
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の
引
き
上
げ
ら
れ
た
『
有
部
律
』
の
記
述
と
考
古
学
的
物
証
と
の
照
合
に

関
し
て
、
特
に
興
味
深
い
例
を
三
つ
ほ
ど
選
び
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
が
て

ら
、
若
干
の
批
判
的
考
察
も
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
そ
の
う
ち
の
第
一
は
、
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
の
イ
ン
ド
北
西
部
で
発

見
さ
れ
タ
ッ
デ
ィ
に
よ
っ
て
「
仏
陀
と
頭
蓋
骨
た
た
き
」
と
呼
ば
れ
紀
元

一
、
二
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
レ
リ
ー
フ
十
個
ほ
ど
の
絵
図
に
つ
い

て
の
点
検
で
あ
る
（
本
書
、
七
五
’
七
九
頁
）
。
タ
ッ
デ
ィ
は
、
こ
の
絵

図
の
背
景
に
つ
い
て
、
「
増
支
部
」
や
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
や
『
テ
ー
ラ

ガ
ー
タ
ー
」
の
註
釈
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
は
頭
蓋
骨
を
指
で
た
た
い
て
死

者
の
再
生
を
予
言
す
る
ヴ
ァ
ン
ギ
ー
サ
ミ
目
唱
い
い
）
と
彼
が
そ
の
術
を

阿
羅
漢
の
頭
蓋
骨
に
は
適
用
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
教
え
を
乞
う
こ
と

に
な
っ
た
仏
陀
と
の
話
で
あ
る
と
し
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
、
シ
ョ
ペ
ン

教
授
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
タ
ッ
デ
ィ
自
身
も
認
め
て
い
る
レ
リ
ー
フ
と

パ
ー
リ
の
註
釈
と
の
間
に
あ
る
二
、
三
世
紀
と
い
う
時
間
的
な
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
上
に
、
ま
た
、
イ
ン
ド
北
西
部
と
ス
リ
ラ
ン

カ
と
の
間
に
あ
る
地
理
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
も
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
に
、

そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
も
う
一
人
の
別
な
僧
が
誰
な
の
か
も
説
明
で
き
な

い
と
し
て
、
『
大
智
度
論
』
巻
第
十
八
に
出
る
鹿
頭
（
巨
侭
胤
冨
の
）
梵

志
（
大
正
蔵
、
二
五
巻
、
一
九
三
頁
、
中
）
に
関
す
る
ラ
モ
ッ
ト
の
詳
細

な
註
記
（
冒
阜
凰
獄
号
冒
Ｑ
、
§
鳥
尋
、
冒
冬
吻
晶
閣
員
日
ｏ
日
の
目
〉

ら
ち
〕
弓
巳
閉
－
５
器
）
を
介
し
て
、
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
治
下
の
イ
ン
ド

北
西
部
で
編
蟇
さ
れ
た
と
同
教
授
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
て
い
る
「
有
部

律
』
「
衣
事
（
日
ぐ
閏
四
‐
ぐ
四
の
目
）
」
（
義
浄
訳
は
な
し
）
ｂ
員
ゞ
§
．
§
〕
く
巳

日
．
四
蝉
弓
ご
Ｉ
閾
の
ム
リ
ガ
シ
ラ
ス
（
ご
侭
四
陛
国
の
、
鹿
頭
）
の
物

語
に
基
づ
い
て
こ
そ
初
め
て
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
し

不
明
の
僧
も
特
定
で
き
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
「
衣
事
」
の
ム
リ

ガ
シ
ラ
ス
の
物
語
は
、
そ
の
主
人
公
の
名
前
こ
そ
ヴ
ァ
ン
ギ
ー
サ
で
は
な

い
が
全
く
同
じ
頭
蓋
骨
た
た
き
の
話
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
そ
れ
ら
の

レ
リ
ー
フ
と
し
て
の
美
術
作
品
を
生
み
出
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
と
地

域
で
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
衣
事
」
の
記
載
で
あ
る
ゆ
え
に
、

時
間
的
も
し
く
は
地
理
的
ギ
ャ
ッ
プ
は
埋
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
物
語
に
よ
れ
ば
、
も
う
一
人
の
僧
も
仏
陀
の
命
を
受
け

て
ム
リ
ガ
シ
ラ
ス
に
頭
蓋
骨
を
渡
し
て
彼
の
力
を
試
す
役
目
を
担
っ
た

ア
ー
ナ
ン
ダ
と
判
明
す
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
シ

ョ
ベ
ン
教
授
の
推
測
は
極
め
て
魅
力
的
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
よ
り

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
ム
リ
ガ
シ
ラ
ス
の
物
語
の
源
泉
と

も
い
う
べ
き
も
の
が
紀
元
一
、
二
世
紀
の
イ
ン
ド
北
西
部
に
の
み
特
有
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
そ
の
上
で
そ
れ
が
時
代
と
地
域
を
変
え

て
ヴ
ァ
ン
ギ
ー
サ
の
物
語
と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
も
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が

追
認
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

パ
ー
リ
仏
教
に
お
い
て
も
、
ヴ
ァ
ン
ギ
ー
サ
の
物
語
（
赤
沼
智
善
『
イ
ン

ド
仏
教
固
有
名
詞
辞
典
』
、
七
三
五
’
七
三
六
頁
、
く
目
唱
閻
の
項
》

旨
帥
巨
固
め
①
訂
国
》
国
§
§
Ｑ
ご
旦
帛
劃
啓
、
『
§
噂
三
§
鴎
〕
く
○
］
戸
弓

普
甲
ｇ
い
く
目
唱
の
四
目
冨
国
の
項
参
照
）
の
み
な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
同

じ
よ
う
な
ム
リ
ガ
シ
ラ
ス
（
巨
樹
印
巴
国
〕
巨
侭
四
禺
閻
Ⅱ
巨
侭
四
陛
国
の
）
の

物
語
（
赤
沼
前
掲
言
、
四
二
五
頁
、
ご
侭
四
閏
“
陣
の
項
》
三
四
巨
尉
①
府
国
〕

等
量
も
＆
韻
》
］
巨
侭
尉
冒
弓
扁
国
の
項
参
照
）
が
、
註
釈
文
献
と
は

い
え
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
話
が
全
て
、
紀
元
一
、
二
世
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紀
の
イ
ン
ド
北
西
部
に
の
み
由
来
す
る
と
は
断
定
し
切
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
イ
ン
ド
的
な
風
習
と
し
て

想
定
す
れ
ば
、
頭
蓋
骨
に
因
ん
だ
呪
術
（
Ｏ
宮
く
い
‐
閏
の
四
‐
日
自
国
・
獣
ぐ
ぃ
‐

“
貝
。
，
日
四
日
風
）
は
太
古
の
時
代
ま
で
湖
れ
ぱ
淵
源
は
一
つ
く
ら
い
に
絞

れ
る
と
し
て
も
、
紀
元
後
に
で
も
な
れ
ば
イ
ン
ド
各
地
に
広
く
流
布
し
て

い
た
と
も
考
え
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
興
味
を
引
く
の
は
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
に
よ
っ
て
も
か
な
り
の
紙
数

が
費
さ
れ
て
い
る
、
従
来
「
蓮
華
手
の
ポ
ー
ズ
」
と
さ
れ
て
き
た
彫
像
に

関
す
る
知
見
（
七
九
’
九
八
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
種
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
像

の
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
の
写
真
を
掲
載
し
な
が
ら
、
こ
の
像
を
「
慈
悲
の

菩
薩
で
あ
る
観
音
の
特
殊
な
も
の
」
と
見
倣
し
た
ス
テ
フ
ァ
ン
・
マ
ー
ケ

ル
は
、
そ
の
短
い
論
文
中
に
、
「
パ
ド
マ
（
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
と
あ
る
は
訳
者

の
誤
り
）
パ
ー
ニ
（
蓮
華
手
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
手
に
蓮
華
を
持
ち
、

右
脚
が
左
脚
の
膝
の
上
に
来
る
よ
う
に
脚
を
組
ん
だ
特
有
の
姿
勢
で
座
っ

て
い
る
。
右
手
を
上
げ
、
人
指
し
指
を
伸
ば
し
て
頬
に
つ
け
、
困
惑

（
胃
旦
の
関
ご
）
も
し
く
は
熟
考
（
８
具
の
日
筥
昌
○
口
）
の
さ
ま
を
示
す
し

ぐ
さ
を
し
て
い
る
。
菩
薩
の
内
観
的
な
表
情
は
、
彼
が
存
在
の
本
質
の
思

考
に
専
心
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
」
命
．
巨
四
鳥
倶
由
且
巨
‐

切
呂
ぐ
幽
患
》
皆
号
豈
昏
馬
屋
言
〕
篭
史
ら
程
）
も
届
）
と
述
べ
て
い
る
ら
し

い
が
、
こ
れ
に
関
し
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
ま
ず
、
「
困
惑
も
し
く
は
熟

考
」
と
い
う
よ
う
な
規
定
は
、
ほ
と
ん
ど
矛
盾
す
る
二
つ
の
事
柄
を
同
時

に
表
現
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
仏
教
本
来
の
専
門
用
語
と
し
て
は
あ

り
え
な
い
と
し
て
、
そ
の
像
の
ポ
ー
ズ
の
本
来
の
意
味
は
、
不
安
や
悩
み

の
表
現
と
し
て
『
有
部
律
」
な
ど
に
頻
出
す
る
〆
冨
吊
冨
冒
医
日
烏
牙
倒

ぐ
旨
く
尉
藍
国
宮
（
彼
は
そ
の
手
に
頬
を
置
い
て
た
た
ず
ん
だ
）
ゞ
と
い
う
こ

と
を
具
象
化
し
た
だ
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
し
か
も
、
か
か
る

ポ
ー
ズ
を
と
る
人
は
、
菩
薩
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、
「
概
し
て
言
え
ば
、

金
持
ち
の
身
分
の
高
い
人
々
」
（
本
書
、
八
二
頁
）
で
あ
る
と
す
る
の
で

あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
彫
像
の
人
は
、
確
か
に
「
出
家

（
官
画
く
国
茸
印
）
」
で
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
が
、
恐
ら
く
「
在
家
菩
薩

（
四
言
９
号
耐
昌
ぐ
島
）
」
で
は
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
意
味
で
「
菩
薩
」

で
あ
っ
て
一
向
に
構
わ
な
い
と
思
う
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
全
て
シ
ョ
ペ

ン
教
授
の
御
指
摘
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
私
自
身
こ
の
御
指
摘

を
読
ん
で
す
ぐ
に
想
起
し
た
の
が
、
我
が
国
で
は
有
名
な
あ
の
一
連
の

「
弥
勒
半
珈
思
惟
像
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
原
英
文
草
稿
Ｄ
群
中
に

そ
の
像
の
写
真
を
見
る
に
至
っ
て
、
そ
の
ポ
ー
ズ
が
「
弥
勒
半
珈
思
惟

像
」
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
私
は
確
信
し
た
。
詳
し
い
考
証
は

近
々
別
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
あ
の
「
弥
勒
半
珈
思

惟
像
」
は
、
「
弥
勒
（
巨
四
旨
の
舌
）
」
と
の
結
び
つ
き
を
と
も
か
く
と
す

れ
ば
、
元
来
の
形
態
は
、
「
思
惟
」
の
ポ
ー
ズ
で
は
な
く
悩
み
落
胆
す
る

「
在
家
菩
薩
」
の
姿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
在
家
菩
薩
」
の
典

型
は
、
単
な
る
金
持
ち
で
あ
る
以
上
に
王
族
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
ガ
ン

ダ
ー
ラ
彫
像
も
「
弥
勒
半
珈
思
惟
像
」
も
王
冠
を
頂
い
て
い
る
の
だ
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、
我
々
の
仏
教
の
伝
統
は
、
ゞ
冨
司
の

冨
冒
置
日
烏
号
画
く
旨
く
尉
旨
冒
玩
》
の
意
味
を
、
義
浄
が
そ
れ
を
「
懐
憂

手
拓
頬
住
」
「
愁
憂
拓
頬
」
な
ど
と
漢
訳
し
て
い
る
以
上
、
知
ら
な
か
っ

た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
が
、
そ
の
表
現
を
例
の
あ
の
有
名
な
一
群
の
像

に
重
ね
合
せ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
そ
れ
ら
を
「
弥
勒
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半
珈
思
惟
像
」
（
た
だ
し
一
部
に
は
「
泣
き
弥
勒
」
と
い
う
俗
称
も
あ
る
）

と
よ
ぶ
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
シ
ョ
ペ
ン
教
授

御
自
身
は
、
こ
の
方
面
を
研
究
す
る
学
者
に
は
珍
し
く
漢
訳
仏
教
文
化
圏

の
伝
統
に
は
全
く
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
（
後
に
示
す
よ
う
に
そ
こ
に
シ

ョ
ペ
ン
教
授
の
研
究
の
限
界
も
あ
る
）
の
で
「
弥
勒
半
珈
思
惟
像
」
な
ど

は
眼
中
に
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
我
々
は
た
と
え
「
弥
勒
半
珈
思
惟
像
」

に
も
は
や
悲
嘆
に
沈
む
「
在
家
菩
薩
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
ぶ
こ
と
は
な
い

に
せ
よ
、
例
え
ば
、
義
浄
訳
に
よ
っ
て
、
有
名
な
「
貧
女
の
一
灯
」
の
話

の
直
前
で
、
プ
ラ
セ
ー
ナ
ジ
ッ
卜
（
即
閉
の
息
旨
、
勝
光
）
王
が
自
分
の

寄
進
し
た
莫
大
な
施
食
の
報
酬
を
世
尊
が
乞
食
の
名
義
で
指
名
し
た
（
世

尊
為
彼
乞
兒
而
説
呪
願
》
ｇ
煙
盟
く
四
国
宮
冒
日
脚
馬
宮
の
旨
目
白
目

烏
蔚
旨
画
且
届
薗
）
の
を
知
っ
て
落
胆
し
て
例
の
ポ
ー
ズ
を
取
る
と
い
う

話
は
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
有
部
律
』
「
薬
事
」
、
大
正
蔵
、
二
四

巻
、
五
三
頁
下
、
一
六
行
’
五
六
頁
中
、
三
行
“
口
昌
》
§
ミ
》
く
。
］

日
〕
国
烏
も
ろ
』
甲
や
馬
』
届
な
お
、
拙
槁
「
貧
女
の
一
灯
物
語

ｌ
「
小
善
成
仏
」
の
背
景
⑪
③
Ｉ
」
『
駒
沢
短
期
大
学
紀
要
」
第
二

九
号
、
『
駒
沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
七
号
も
参
照
の
こ
と
）
。
し
か
し
、

シ
ョ
ペ
ン
教
授
が
、
「
弥
勒
半
珈
思
惟
像
」
や
義
浄
訳
に
注
意
を
払
っ
て

い
な
い
と
し
て
も
、
同
教
授
の
こ
の
彫
像
に
関
す
る
知
見
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
極
め
て
多
い
に
ち
が
い
な
い
。

さ
て
、
そ
の
他
に
も
取
り
上
げ
る
べ
き
例
は
甚
だ
多
い
の
で
あ
る
が
、

最
後
に
、
割
か
れ
て
い
る
頁
数
は
少
な
い
も
の
の
、
重
要
な
も
の
と
考
え

ら
れ
る
「
プ
ラ
ー
ハ
ー
ニ
ヵ
（
百
画
目
昌
冨
）
」
と
い
う
僧
の
冠
称
に
関
す

る
言
及
（
本
書
、
一
○
六
頁
’
一
○
七
頁
）
に
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
冠
称
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
御
自
身
が
か
つ
て
、
ゞ
ヲ
署
○

国
○
匡
①
Ｂ
ｍ
旨
吾
①
固
め
８
ｑ
ｏ
自
口
島
釦
冒
国
巨
＆
宮
の
日
〕
、
（
初
出
は
陣
置
忌
§

漁
ミ
胃
号
冒
哩
妃
屋
ミ
マ
ロ
ミ
吻
黒
》
國
島
ｇ
》
ら
誤
な
る
も
今
は
Ｐ

ｍ
ｇ
ｏ
穏
口
・
ｍ
ｏ
琶
鴎
）
陣
ｏ
鳶
匂
》
園
冨
甦
画
震
《
量
意
思
旨
９
軒
）
函
○
口
○
旨
冒
）
こ
の
刃

弓
．
閨
‐
駅
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
に
お
い
て
、
碑
文
に
残
る
出
家
寄
進

者
の
冠
称
の
一
つ
と
し
て
他
の
冠
称
と
共
に
検
討
を
加
え
た
も
の
で
も
あ

る
。
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
は
冒
四
冨
冒
（
断
）
に
由
来
す
る
で
あ

ろ
う
が
、
そ
の
表
記
は
冒
四
冨
巳
雷
も
国
訂
巳
百
）
官
四
宮
昌
冨
な
ど
と
さ

れ
（
前
二
者
に
つ
い
て
は
両
侭
の
Ｈ
８
ｐ
ゞ
国
漂
Ｓ
も
い
ｇ
も
め
程
を
順
次

に
参
照
）
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
ほ
ぼ
一
律
に

砦
○
侭
冨
（
息
）
と
訳
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
義
浄
訳
で
は
「
禅
師
」

「
専
修
静
盧
」
「
専
修
寂
定
」
（
順
次
に
、
大
正
蔵
、
二
三
巻
、
六
九
五
頁

中
、
同
、
二
四
巻
、
二
○
一
頁
中
二
二
○
頁
下
参
照
）
な
ど
と
さ
れ
て
い

て
や
は
り
一
定
し
な
い
。
な
お
、
有
部
系
で
は
な
い
大
衆
部
の
説
出
世
部

の
律
で
あ
る
』
罫
冴
ミ
ミ
目
熟
員
言
菖
曽
に
お
い
て
は
、
そ
の
原
語
が

冒
四
訂
９
百
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
西
村
実
則
「
大
衆
部
・
説
出
世

部
に
お
け
る
ヨ
ー
ガ
ー
チ
ャ
ー
ラ
」
『
印
仏
研
」
三
二
’
二
（
一
九
八
四

年
三
月
）
、
九
一
五
’
九
一
八
頁
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
シ
ョ
ペ
ン
教
授

は
、
こ
の
冠
称
に
つ
い
て
、
「
当
面
の
問
題
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、

根
本
説
一
切
有
部
律
に
お
い
て
プ
ラ
ー
ハ
ー
ニ
カ
僧
が
一
般
に
よ
く
知
ら

れ
認
め
ら
れ
て
い
た
僧
の
一
つ
の
範
曉
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
」
（
本
書
、
一
○
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
「
出

家
菩
薩
」
と
「
在
家
菩
薩
」
と
い
う
役
割
分
担
の
上
で
、
冒
昌
９
房
里

胃
画
訂
昌
厨
さ
国
富
昌
宙
さ
国
冨
息
冨
が
前
者
の
中
で
次
第
に
重
き
を
な
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し
て
き
た
の
は
比
較
的
後
代
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
に
関
し
て
は
、
同
じ
有
部
系
統
の
律
と
し
て
、
同
じ
テ
ー
マ
を
扱
っ
た

『
十
調
律
』
、
大
正
蔵
、
二
三
巻
、
二
二
頁
上
と
、
『
有
部
律
』
、
同
、
六

九
五
頁
と
を
比
較
さ
れ
た
い
（
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
槁
「
悪
業
」

⑪
、
三
一
七
頁
、
二
九
九
頁
、
註
別
、
劃
、
Ｍ
、
二
七
’
一
二
○
頁
参

照
）
。
し
か
し
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
「
有
部
律
」
を
最
も
古
い
と
さ
え
考

え
て
し
ま
う
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
『
十
調
律
』
か
ら
『
有
部
律
』
へ
の

変
化
増
広
と
い
う
可
能
性
を
全
く
考
慮
し
て
い
な
い
の
は
大
変
残
念
な
こ

と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

と
こ
ろ
で
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
が
本
書
に
お
い
て
紀
元
初
頭
か
ら
五
、
六

世
紀
の
「
イ
ン
ド
仏
教
史
に
お
け
る
中
期
」
の
時
代
を
扱
う
に
際
し
て
中

国
以
東
に
根
着
い
た
仏
教
理
解
を
そ
こ
に
持
ち
込
む
こ
と
を
回
避
す
べ
く

『
有
部
律
』
や
碑
文
を
重
ん
じ
て
イ
ン
ド
そ
れ
自
体
の
文
脈
に
お
い
て
イ

ン
ド
の
「
僧
院
制
度
」
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
第

二
節
で
触
れ
た
が
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
研
究
の
結
果
、

大
乗
仏
教
の
教
団
は
四
世
紀
頃
ま
で
は
イ
ン
ド
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

と
さ
れ
、
大
乗
が
「
イ
ン
ド
で
自
ら
の
僧
院
を
持
ち
、
は
っ
き
り
と
識
別

し
得
る
名
称
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
る
一
つ
の
集
団
と
し
て
登
場
す
る
」
（
本

書
、
二
三
頁
）
の
は
五
、
六
世
紀
の
こ
と
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
は
、
大

乗
は
イ
ン
ド
の
周
辺
か
辺
境
に
し
か
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
「
大
乗
仏
教
周
辺
地
域
起
源
説
」
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
平
川
彰
博
士
が
か
っ
て
「
大
乗
仏
教
在
家
教
団
起
源
説
」

を
提
起
さ
れ
た
と
き
に
明
示
さ
れ
た
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
こ
こ
に
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
・

イ
ン
ド
仏
教
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
思
想
の
研
究
に
際
し
て
、
中
国
仏

教
の
資
料
を
利
用
し
て
、
イ
ン
ド
の
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
イ
ン
ド
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
こ
の
方
法
を
厳
密
に
適
用
し
て
研
究
し
、
初
期
大
乗
仏
教
の

研
究
に
学
問
的
基
礎
を
確
立
し
た
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
の
御

文
に
「
大
乗
」
の
語
が
現
わ
れ
な
い
こ
と
を
理
巾
に
、
イ
ン
ド
の
大
乗

仏
教
教
団
の
存
在
を
否
定
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
「
イ
ン

ド
の
歴
史
的
現
象
は
す
べ
て
碑
文
に
現
わ
れ
る
」
と
い
う
前
提
に
立
っ

た
主
張
の
ご
と
く
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
前
提
が
無
条
件
に

承
認
さ
れ
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
。
碑
文
に
現
わ
れ
な
く
て
も
、
文
献

の
上
か
ら
そ
の
存
在
を
論
証
し
う
る
も
の
は
存
在
す
る
。
文
献
を
歴
史

研
究
の
資
料
と
し
て
認
め
な
い
の
で
は
、
歴
史
研
究
は
成
立
し
な
い
で

あ
ろ
う
。
（
平
川
彰
著
作
集
、
第
三
巻
、
八
○
’
八
一
頁
、
旧
版
の
相

当
箇
処
に
こ
の
ま
ま
の
文
章
は
な
い
が
、
か
か
る
方
法
論
は
Ⅲ
版
で
も

処
々
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
）

こ
の
平
川
博
士
の
方
法
論
に
関
す
る
主
張
を
私
は
全
く
正
し
い
と
考
え

て
い
る
。
文
献
を
歴
史
研
究
の
資
料
と
し
て
認
め
な
い
の
で
は
歴
史
研
究

は
お
ろ
か
思
想
研
究
さ
え
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
シ
ョ
ペ
ン
教

授
と
て
既
に
明
ら
か
な
ご
と
く
碑
文
の
み
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
「
有
部
律
』
と
い
う
文
献
に
も
大
い
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
律
蔵
」
は
所
詮
「
無
記
」
の
事
実
の
集
積
で
し
か
な
い
。
し
か
も
、

「
律
蔵
」
と
し
て
の
『
有
部
律
』
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
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訳
の
み
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
碑
文
的
事
実
と
照
合
し
て
い
く
だ
け
で
は
自

ず
と
限
界
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
結

果
は
、
文
献
に
よ
っ
て
は
い
な
が
ら
、
や
は
り
碑
文
的
事
実
を
重
視
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
シ
ョ

ペ
ン
教
授
は
、
五
、
六
世
紀
に
な
っ
て
イ
ン
ド
周
辺
で
常
に
大
乗
と
の
関
連

に
お
い
て
現
わ
れ
る
碑
文
銘
の
寄
進
者
の
肩
書
に
用
い
ら
れ
る
「
シ
ャ
ー

キ
ャ
ビ
ク
シ
ュ
（
爵
ご
陣
‐
喜
時
吻
巨
、
釈
迦
比
丘
）
」
に
と
り
わ
け
注
目
し

（
本
書
、
二
一
’
二
三
頁
、
一
二
八
頁
参
照
）
、
こ
れ
が
「
大
乗
仏
教
周
辺

地
域
起
源
説
」
の
有
力
な
論
拠
の
一
つ
と
も
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
用
語
が
実
際
の
律
文
献
と
し
て
の
『
有
部
律
』
「
出
家
事
」

に
も
獣
ご
画
‐
９
房
の
匡
、
里
倒
ご
昌
侍
の
巴
。
眉
、
釈
迦
迭
鍔
（
順
次
に
、

の
口
呂
＆
）
屯
閏
昌
も
品
・
詞
＆
〕
ｚ
ｏ
ぢ
ぢ
》
９
＆
淫
‐
＄
、
、
大

正
蔵
、
二
四
巻
、
一
四
三
頁
下
）
と
出
て
い
る
こ
と
に
は
全
く
注
意
を
払

っ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
、
か
か
る
例
を
、
私
の
よ
う
に
『
有
部
律
』
を

従
来
の
よ
う
に
遅
い
成
立
と
見
倣
す
も
の
は
、
単
に
後
代
に
流
布
す
る
よ

う
に
な
っ
た
肩
書
の
一
種
と
認
め
れ
ば
す
む
わ
け
で
あ
る
が
、
『
有
部
律
』

の
成
立
年
代
を
広
律
中
最
も
古
い
く
ら
い
に
考
え
る
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、

そ
の
古
い
し
か
も
周
辺
で
は
な
い
イ
ン
ド
中
枢
の
「
律
蔵
」
に
大
乗
と
同

教
授
が
見
倣
す
僧
の
肩
書
と
し
て
の
獣
ご
色
‐
言
房
呂
が
現
れ
る
こ
と
を

一
体
ど
う
説
明
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
よ
う
に
「
大
乗
仏
教
周
辺
地
域
起
源
説
」
を

採
ら
な
い
平
川
彰
博
士
は
、
大
乗
経
典
の
流
行
そ
の
も
の
が
イ
ン
ド
に
興

っ
た
と
み
て
、
大
乗
経
典
そ
の
も
の
の
研
究
を
主
と
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド

仏
教
自
体
の
展
開
の
う
ち
に
仏
塔
を
中
心
と
す
る
大
乗
教
団
の
存
在
を
推

定
し
、
「
大
乗
仏
教
在
家
教
団
起
源
説
」
を
提
唱
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
私
は
、
か
か
る
在
家
教
団
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
困

難
だ
と
す
る
立
場
か
ら
、
大
乗
仏
教
は
伝
統
的
仏
教
教
団
そ
の
も
の
の
中

で
起
り
展
開
し
て
き
た
と
す
る
「
大
乗
仏
教
出
家
教
団
起
源
説
」
を
ほ
ぼ

十
年
ほ
ど
前
か
ら
主
張
し
て
き
た
。
そ
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
を
こ
こ
で
簡

単
に
示
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
伝
統
的
仏
教
教
団
の

確
立
拡
大
と
共
に
出
家
者
の
分
業
も
進
み
、
そ
こ
に
通
イ
ン
ド
的
な
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
的
通
念
が
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
家
者
の
中
の
後
々
「
出

家
菩
薩
」
と
称
せ
ら
れ
て
信
仰
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
人
が
重
ん
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
伝
統
的
仏
教
教
団
に
「
在
家
菩
薩
」
も
大
勢
集
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
者
の
前
者
に
対
す
る
布
施
ａ
自
画
）
烏
諒
旨
倒
）

を
筆
頭
と
す
る
宗
教
的
行
為
が
「
作
善
主
義
」
の
宗
教
儀
式
と
し
て
確
立

し
た
も
の
こ
そ
大
乗
仏
教
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
説
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
局
面
に
お
い
て
、
当
の
「
作
善
主
義
」
を
賛
美
す
べ
く
出
家
者
に
よ

っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
が
大
乗
経
典
で
あ
り
、
か
か
る
経
典
創
作
に
従
事

す
る
出
家
者
や
苦
行
に
打
ち
こ
ん
で
崇
拝
の
対
象
と
な
る
出
家
者
な
ど
を

含
む
「
出
家
菩
薩
」
た
ち
を
、
伝
統
的
仏
教
教
団
の
中
に
あ
っ
て
世
話
し

管
理
し
た
の
が
、
「
管
理
人
（
ぐ
巴
菌
ぐ
ご
四
百
国
）
」
の
比
丘
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
職
種
の
出
家
者
た
ち
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
最
後
の
点
だ
け
は

恐
ら
く
は
私
に
よ
っ
て
し
か
主
張
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

の
職
種
の
出
家
者
が
あ
っ
て
こ
そ
「
出
家
菩
薩
」
と
そ
れ
に
寄
進
を
な
す

「
在
家
菩
薩
」
と
の
差
別
的
役
割
分
担
の
関
係
も
成
り
立
ち
う
る
と
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
に
、
寄
進
な
ど
の
宗
教
的
行
為
と
そ
の
効
果
と
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い
う
問
題
に
関
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
論
争
風
に
い
え
ば
、
そ
の
効
果

が
「
作
さ
れ
た
作
用
に
よ
る
（
の
潤
呂
臼
の
。
冨
国
８
）
」
と
す
る
「
事
効

論
」
が
正
統
説
で
あ
り
、
「
作
す
者
の
作
用
に
よ
る
（
①
ｘ
ｇ
の
『
の

名
の
３
口
房
）
」
と
す
る
「
人
効
論
」
が
異
端
説
で
あ
る
（
堀
米
庸
三
「
正

統
と
異
端
』
中
公
新
書
、
参
照
）
が
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
現
象
は
、
伝
統

的
仏
教
教
団
で
も
起
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
仏
教
の
正
統
説
を
死
守
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
た
説
一
切
有
部
も
や
は
り
「
作
さ
れ
た
作
用
」
の
方

を
重
視
し
、
寄
進
は
個
人
（
宮
付
騨
置
）
で
は
な
く
教
団
（
“
四
日
唱
皿
）
に

作
さ
れ
た
方
が
価
値
が
高
い
と
し
、
作
さ
れ
た
業
の
結
果
で
あ
る
「
中
有

（
目
目
：
ぼ
く
四
）
」
は
不
可
転
で
あ
る
と
し
、
菩
薩
の
徴
は
内
的
な
心
に

で
は
な
く
外
的
な
身
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
反
対
し
た
大
乗
的
異
端
の
動
き
は
、
個
人
崇
拝
の
強
調
、

「
中
有
」
の
可
転
の
主
張
、
菩
薩
の
内
的
願
や
志
の
尊
重
な
ど
と
し
て
浮

上
し
た
。
こ
れ
を
、
第
一
節
末
尾
に
示
し
た
よ
う
に
、
ギ
ボ
ン
を
振
っ
て

い
え
ば
、
イ
ン
ド
の
「
皇
帝
（
官
旨
ｏ
の
Ⅲ
厨
四
日
旨
）
」
や
人
民
（
Ｒ
ｏ
宮
①
川

く
鳥
冨
）
」
で
あ
る
「
在
家
菩
薩
」
は
、
個
人
崇
拝
を
認
め
な
い
「
哲
学

者
（
響
宮
島
日
目
冨
）
」
を
軽
視
し
て
、
「
修
道
の
聖
者
（
号
①
曰
○
口
開
胃

囲
目
Ⅱ
前
述
の
冒
幽
冨
昌
宮
な
ど
の
耳
目
目
四
○
習
旨
や
冒
冨
３
３
）
」
で

あ
る
「
出
家
菩
薩
」
に
走
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
も
し
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
主
張
す
る
「
大
乗
仏
教
周
辺
地
域
起

源
説
」
に
対
し
て
私
の
「
大
乗
仏
教
出
家
教
団
起
源
説
」
を
ぶ
つ
け
る
と

す
れ
ば
、
イ
ン
ド
周
辺
で
は
な
い
中
心
的
仏
教
出
家
教
団
に
お
い
て
、
し

か
も
四
世
紀
頃
ま
で
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
大
乗
仏
教
運
動
が
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
当
の
出
家
教
団
の
規
定
で
も
あ
る
「
有
部
律
』
を
始
め
と

す
る
「
律
蔵
」
文
献
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
か
か
る
証
明
は
、
書
評
の
域
を
越
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
有
部
律
』
「
薬
事
」
に
基
づ
い
た
「
負
女
の
一
灯
」

に
関
す
る
前
述
の
拙
稿
な
ど
に
讓
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
本
書
評

に
必
要
な
限
り
で
こ
の
視
点
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
し
か
る
に
、
一

旦
、
私
の
よ
う
な
視
点
を
採
っ
た
場
合
に
は
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
が
特
に
本

書
の
第
三
章
と
第
四
章
で
扱
っ
て
い
る
よ
う
な
僧
の
所
有
す
る
私
有
財
産

や
僧
の
従
事
す
る
役
割
分
担
的
な
職
種
は
、
大
方
、
大
乗
仏
教
運
動
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
か
か
る
視
点
さ
え
採
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば
、
シ
ョ

ペ
ン
教
授
が
、
本
書
の
第
三
章
の
「
Ⅲ
「
福
徳
」
の
意
味
す
る
も
の
」

（
本
書
、
一
二
○
’
二
二
五
）
や
第
四
章
の
「
三
静
盧
と
読
訶
」
も
、

全
く
異
な
っ
た
意
味
で
興
味
深
い
も
の
と
映
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず

前
者
で
は
、
同
教
授
に
よ
っ
て
「
有
名
で
金
持
ち
（
駐
日
○
房
・
口
。
ご
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
蔵
山
国
‐
日
呂
習
眉
冨
（
玄
英
訳
「
職
伽
師
地
論
』
で
は

「
大
福
智
者
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
と
い
う
僧
の
冠
称
が
興
味
深
い
。
こ

れ
は
、
本
書
、
二
二
二
頁
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
『
ア
ヴ
ァ

ダ
ー
ナ
・
シ
ャ
タ
カ
」
の
百
話
全
て
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、
仏
世
尊
の
形

容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
「
作
善
主
義
」

の
確
立
と
共
に
浮
上
し
た
大
乗
仏
教
運
動
の
中
に
お
い
て
、
ヨ
騨
画
‐

日
脚
厨
冒
昌
画
と
は
、
正
に
「
在
家
菩
薩
」
の
寄
進
を
受
け
る
「
出
家
菩

薩
」
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
出
家
者
と
は
、

シ
ョ
ペ
ン
教
授
も
言
う
ご
と
く
、
「
大
量
の
寄
進
を
受
け
取
っ
た
人
物
、

そ
れ
を
招
き
寄
せ
る
力
を
備
え
て
い
る
人
物
」
（
本
書
、
二
一
○
頁
）
の
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こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
よ
う
な
「
大
量
の
寄
進

（
烏
篇
目
凶
）
」
を
受
け
取
る
に
値
す
る
人
物
、
即
ち
「
福
田
（
烏
爾
目
冨

‐
宮
ご
い
‐
汀
の
目
）
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
後
者
で
、
シ
ョ
ペ
ン
教
授
が

主
題
と
し
て
い
る
「
静
盧
と
読
謂
」
（
こ
の
二
つ
は
パ
ー
リ
仏
教
で
い
う

ぐ
も
儲
堕
目
呼
号
員
四
と
隠
昌
言
‐
骨
ロ
日
と
に
順
次
に
対
応
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
奈
良
康
明
『
仏
教
史
Ｉ
」
（
片
山
一
良
執
筆
箇
所
）
、
四
二

頁
、
浪
速
宣
明
「
在
家
仏
教
の
研
究
』
、
二
九
七
’
二
九
八
頁
参
照
）
を

自
分
の
仕
事
に
か
ま
け
て
放
棄
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

万
一
放
棄
す
る
な
ら
ば
、
同
教
授
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
遺
産
を

も
う
一
度
寄
せ
集
め
分
配
し
て
、
僧
た
ち
は
説
法
や
読
謂
や
弧
調
や
ヨ
ー

ガ
や
精
神
統
一
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
（
ｇ
跨
閻
ぐ
農
目
国
冒
貝
○

ず
彦
且
、
く
い
昌
鼠
ｏ
四
局
ヨ
Ｏ
四
口
ご
匡
旦
口
①
留
日
で
幽
言
四
日
い
く
凶
」
ず
と
凶
胃
Ｐ
昌
冒
○
ｍ
ｍ
目

白
四
国
四
巴
冨
国
日
ニ
ロ
ロ
Ｒ
ｇ
・
ミ
．
》
く
巳
．
旨
》
印
画
も
届
Ｐ
匡
甲
と
」

（
本
書
二
五
五
頁
）
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
今
の
こ
の
五
種
の
任
務
の

理
解
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
先
の
二

種
か
ら
今
の
五
種
へ
の
変
遷
に
つ
い
て
も
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
先
の
二
種
に
つ
い
て
さ
え
、
例
え
ば

『
正
法
念
処
経
」
の
漢
訳
（
大
正
蔵
、
一
七
巻
、
二
九
○
頁
上
’
二
九
一

頁
上
）
と
こ
れ
に
言
及
す
る
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
の
「
大
経
集
」
で
は
二
種
で

あ
る
が
、
「
正
法
念
処
経
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
祠
＆
〕
三
○
ｂ
閉
ゞ
両
巨
〕

弓
舎
中
司
弓
巴
で
は
、
前
の
一
種
の
み
し
か
な
い
と
い
う
違
い
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
（
望
月
海
慧
「
星
宿
を
排
除
す
る
経
典
」
『
田
賀
龍
彦
博

士
古
稀
記
念
論
集
・
仏
教
思
想
仏
教
史
論
集
』
、
八
二
八
’
八
○
四
頁
参

昭
口
ｏ

さ
て
、
本
書
を
丁
寧
に
読
む
な
ら
ば
、
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と

い
う
「
事
実
」
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
仏
教
の
常
識
に
つ
い
て
思
わ
ぬ
無
知

を
曝
け
出
し
か
ね
な
い
危
険
を
思
い
知
る
と
共
に
、
「
事
実
」
を
知
り
さ

え
す
れ
ば
仏
教
の
「
論
理
」
が
分
か
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
是
非
と
も
一
読
を
勧
め
た
い
。

＊
＊
＊

以
上
で
、
本
書
に
つ
い
て
の
書
評
を
終
え
る
が
、
以
下
、
訳
書
と
し
て

の
本
書
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
を
紙
面
の
許
す
限
り
で
記
し
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
。

六
八
頁
、
四
行
の
「
手
を
碗
状
に
し
て
礼
拝
し
て
」
の
原
英
文
は

鐸
ざ
ｇ
ご
＆
弓
昌
目
君
＆
言
且
め
ど
原
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
《
歸
目
芭
目
官
四
‐

目
昌
冒
》
》
で
あ
る
か
ら
私
ど
も
に
と
っ
て
は
単
に
「
合
掌
し
礼
拝
し
て
」

の
方
が
分
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
一
二
九
頁
、
四
行
の

「
印
章
に
性
器
の
つ
い
た
男
女
を
」
の
原
英
文
は
《
《
四
日
自
画
且
弓
。
日
閨

富
国
温
め
の
ｘ
○
口
藍
四
局
い
①
巴
ご
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
震
侭
冨
毎
切
辱
の
の
冒

烏
侭
冒
日
＆
昌
巴
ｇ
ご
且
冒
ゞ
で
あ
る
か
ら
「
印
章
に
交
合
せ
る

男
女
を
」
と
す
る
方
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
。
二
二
頁
、
一
三
行
の

「
自
分
の
居
住
地
域
の
人
々
と
弟
子
と
を
」
の
原
英
文
は
《
《
亘
ｍ
『
の
吻
丘
の
ロ
‐

且
冒
巨
ぃ
四
且
昌
い
。
巨
の
、
〕
》
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
は

震
困
己
冨
Ｂ
ａ
厨
ｑ
‐
四
具
の
ぐ
閑
時
豐
ゞ
で
あ
る
か
ら
「
自
分
の
共
住
の
弟
子

（
出
己
冨
曰
く
号
胃
旨
）
と
近
住
の
弟
子
（
凹
昌
の
く
園
冨
）
と
を
」
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
訳
者
は
冒
巳
“
を
胃
ｏ
豆
の
と
錯
覚
し
て
し
ま
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
一
二
○
頁
、
一
七
行
、
お
よ
び
、
一
八
五
頁
、

一
三
行
の
「
薬
事
」
は
共
に
「
雑
事
」
の
誤
り
で
あ
る
。
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次
に
、
以
下
の
も
の
は
、
全
く
単
純
な
誤
植
と
思
わ
れ
る
（
カ
ッ
コ
内

が
正
し
い
も
の
で
あ
る
）
。
六
六
頁
、
一
行
、
厨
昌
冨
口
日
倒
目
颪
ロ
）
、

七
九
頁
、
一
二
行
、
お
よ
び
、
八
○
頁
、
三
’
四
行
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
パ
ー

ニ
（
パ
ド
マ
パ
ー
ニ
）
、
一
六
二
頁
、
七
行
、
の
侭
の
『
ａ
侭
の
［
）
、
一
八

四
頁
、
一
七
行
、
四
四
ざ
四
目
（
四
四
耳
四
目
）
、
一
八
五
頁
、
一
行
、
野
餌
‐

白
目
の
国
赤
田
日
四
目
の
国
）
、
一
八
五
頁
、
一
行
、
冒
昌
四
四
冨
日

（
冒
昌
四
号
号
）
、
二
六
九
頁
、
二
行
、
冒
号
目
（
官
号
百
国
）
、
索
引
、

一
頁
左
、
「
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
パ
ー
｜
こ
の
項
よ
り
「
”
」
を
削
除
。

（
二
○
○
一
年
四
月
二
十
四
日
）

〔
付
記
〕
脱
稿
直
後
に
、
本
耆
評
中
で
も
触
れ
た
ス
テ
フ
ァ
ン
・
マ
ー
ヶ

ル
氏
の
短
い
論
文
を
人
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
読
ん
で
、
困
惑
の

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
シ
ョ
ペ
ン
著
、
小
谷
信
千
代
訳
「
大
乗
仏
教
興
起
時

代
ｌ
イ
ン
ド
の
僧
院
生
活
』
（
春
秋
社
、
二
○
○
○
年
七
月
三
十

日
第
一
刷
）
、
扇
画
室
今
＄
甲
巨
邑
甲
長
本
文
（
注
、
お
よ
び
、

「
訳
者
あ
と
が
き
」
を
含
む
）
、
三
二
五
頁
、
「
訳
者
ま
え
が
き
」
、

五
頁
、
目
次
、
六
頁
、
索
引
、
九
頁

ポ
ー
ズ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
像
に
関
す
る
シ
ョ
ペ
ン
教
授
の
言
及
は
必
ず
し

も
公
正
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
仏
教
美

術
関
係
の
論
文
や
著
書
の
若
干
を
読
む
機
会
も
持
っ
た
が
、
再
考
す
べ
き

点
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
ゆ
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
弥
勒
菩
薩

半
珈
思
惟
像
考
」
「
木
村
清
孝
博
士
還
暦
記
念
論
集
・
東
ア
ジ
ア
仏
教
の

形
成
』
（
春
秋
社
、
二
○
○
二
年
十
Ｎ
刊
行
予
定
）
を
も
の
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
不
充
分
な
点
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
補
っ
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
そ
れ
こ
そ
文
字
ど
お
り
脱
稿
直
後
の
本
年
五
月
一
日
に
は
、
定
方

晟
氏
の
「
Ｇ
・
シ
ョ
ペ
ン
〔
著
〕
「
大
乗
仏
教
興
起
時
代
イ
ン
ド
の
僧

院
生
活
」
を
読
ん
で
」
（
上
）
「
春
秋
』
肋
四
二
八
、
二
四
’
二
七
頁
を
拝

読
す
る
機
会
を
得
た
。
同
（
下
）
『
春
秋
』
Ｍ
四
二
九
、
二
五
’
二
八
頁

も
つ
い
最
近
拝
読
で
き
た
。
定
方
氏
の
立
場
は
必
ず
し
も
私
の
そ
れ
と
同

じ
で
は
な
い
が
、
「
言
及
な
け
れ
ば
存
在
せ
ず
」
と
い
う
シ
ョ
ペ
ン
教
授

の
方
法
論
に
同
調
で
き
な
い
と
す
る
点
で
は
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
。
定

方
氏
は
「
大
乗
仏
教
出
家
教
団
起
源
説
」
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
大
乗
仏
教
起
源
説
を
巡
る
議
論
が
活
発
化
し
そ
う
な
気
配

に
あ
る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
二
○
○
一
年
六
月
七
日
）
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